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とおりで 第一に、ソ連崩壊と社会主義後のウズベキスタン 人々の生活環境はどのようなものであり、社会主義の下での生活とどう異なるのか。第二に、人々はその日常生活に満足している か。もし満足していない なら、主な懸念や欲求、願望、希望は何か。第三に、こ 地域で起こった変化は家族や人々の関係、社会を変えたのか。そうだとすればその変容はどのようなものなのか。そして、第四に彼らが現在、地域、国家をどうとらえて るのか。それらはソ連時代の人々の考え方と異なるのか。
　これらを的確に捉えるために、本







多面的メンタリティに焦点をあてる。人々のメンタリティは、一見矛盾しているように思える二つの傾向を兼ね備えている。すなわち中央アジアの伝統主義（宗教、コミュニ を中心とした生活など）と現代性（高い教育レベル、生活スタイル ど）といった特徴につい 説明する。
　第三章は社会主義後の国民の生活







以降、独自の道を歩む転換期のウズベキスタンにど ような将来 あのかを考える。人々と政府、個人間の関係と社会の中でのイデオロギーの位置づけ 最後に、ウズベキスタンと日本の関係の重要性を訴え、ウズベキスタンから日本がどのように見えているのか、米国、英国、韓国、中国といった国々の中で、どのような位置にある 、世論調査の結果から分析する。
　本書はこれらを通してウズベキス
タンをはじめとする中央アジア諸国が経験している転換期における様々な問題の理解と解決に貢献することを目指している。
（ティムール・ダダバエフ／筑波大学大学院人文社会科学研究科准教授）
